
1

群馬県吉岡町議会群馬県吉岡町議会

「いつまでも元気でいてね」
（高齢者施設慰問　２１ページ参照）
「いつまでも元気でいてね」
（高齢者施設慰問　２１ページ参照）
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新しい議会体制でスタート

（株）吉岡町振興公社　純利益は７０４万円

７人が町政を問う

第１回臨時会

経営状況報告

一般質問
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新しい議会体制でスタート新しい議会体制でスタート
第１回臨時会

議長に馬場氏、副議長に山畑氏
　平成２９年第１回臨時会で、正・副議長をはじめ、議会運営委員会委員、常任委員会委員などの
選任をおこない、選挙の結果、議長は馬場周二議員、副議長は山畑祐男議員に決定しました。

臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他

町
民
と
と
も
に
前
進
あ
る

議
会
を
目
指
し
て

将
来
に
責
任
の
持
て
る

議
会
を
目
指
し
て

議　長

副議長

馬場　周二

山畑　祐男

　

４
月
27
日
臨
時
会
に
お

い
て
、
議
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る

と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
人
口
も
県
下
ト
ッ

プ
の
伸
び
率
を
維
持
し
、

ま
ち
は
活
気
に
満
ち
て
い

ま
す
。
我
々
の
仕
事
は
、

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
全

町
民
が
幸
せ
な
生
活
が
で

き
ま
す
よ
う
、
議
会
が
一

体
と
な
り
推
進
し
て
い
く

こ
と
で
す
。

　

議
会
は
、
住
民
や
各
種

団
体
と
の
話
し
合
い
の
中

　

４
月
27
日
の
臨
時
会
に

お
い
て
、
副
議
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余

る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、

責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

人
口
増
加
率
で
は
全
国

の
上
位
に
位
置
し
て
い
る

ま
ち
で
は
あ
り
ま
す
が
、

さ
ら
な
る
飛
躍
の
た
め
に

は
多
く
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

議
会
は
、
執
行
と
お
互

い
の
立
場
、
役
割
を
自
覚

し
尊
重
し
つ
つ
、
緊
張
感

を
も
っ
て
対
応
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

か
ら
、
対
話
や
懇
談
で
住

民
が
望
ん
で
い
る
の
は
何

か
を
把
握
し
、ま
ち
の
「
第

５
次
吉
岡
町
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
」・「
ま
ち
、

ひ
と
、
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
通
し
、
将
来
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。
そ
し
て
、
議

会
改
革
と
活
性
化
で
町
民

と
と
も
に
前
進
す
る
議
会

を
目
指
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
い
っ
そ

う
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
、
議
長
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
さ
ら
な
る
飛

躍
の
た
め
に
全
力
で
全
精

力
を
投
じ
る
覚
悟
で
す
。

未
来
を
描
け
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
も
、
開
か
れ

た
活
力
の
あ
る
議
会
運
営

が
必
要
で
す
。
副
議
長
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
目
的
達

成
に
向
け
て
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
指

導
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他

総務常任委員会

産業建設常任委員会

議会運営委員会

文教厚生常任委員会

〔◎…委員長　○…副委員長〕

　町政一般、企画、庶務、他の委員会に属さな
い事項に関する事務の調査および議案、請願、
陳情などを審査します。

　産業、経済、土木、上下水道に関する事務の
調査および議案、請願、陳情などを審査します。

　会期、議事日程など議会運営および議長の諮
問に関する事項などを審査します。

　教育、保健衛生、社会福祉に関する事務の調
査および議案、請願、陳情などを審査します。

山畑祐男　柴﨑德一郎　坂田一広　
◎岩﨑信幸　○大林裕子

小池春雄　村越哲夫　富岡大志
◎平形　薫　○髙山武尚

岩﨑信幸　平形　薫　飯島　衛　金谷康弘
小池春雄　◎岸　祐次　○柴﨑德一郎

竹内憲明　岸　祐次　金谷康弘
◎飯島　衛　○五十嵐善一
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議会広報常任委員会 予算決算常任委員会

地方創生対策特別委員会

〔◎…委員長　○…副委員長〕

　議会の審議内容や議会活動を住民に知らせる
広報紙の作成および議会中継に関する調査研究
をおこないます。

　一般会計歳入歳出予算を審査します。
　委員は、総務・文教厚生・産業建設の各常任
委員会から７人が選出されました。

　地方創生対策に関する調査研究をおこないま
す。

竹内憲明　富岡大志　大林裕子　五十嵐善一
髙山武尚　◎金谷康弘　○村越哲夫

岩﨑信幸　飯島　衛　金谷康弘　坂田一広
大林裕子　◎小池春雄　○富岡大志

岩﨑信幸　岸　祐次　村越哲夫　五十嵐善一
髙山武尚　◎小池春雄　○坂田一広

臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他

4

! ここが知りたいここが知りたいここが知りたい
議 ろ会 の い いろ

常任委員会
　町村の所管事務に関する調査をおこない、議案、
請願などを審査する。

特別委員会
　特定の事件（議案、意見書、決議、請願、陳情
など）を審査するために設置される臨時的な機関。
その事件の調査・審査が終了すれば消滅する。

定例会
　付議事件の有無にかかわらず定例的に招集され
る議会。まちでは年４回、３月・６月・９月・12
月に開かれる。

臨時会
　定例会以外に必要があるとき、特定の事件を審
議するために招集される議会。



軽
自
動
車
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
見
直
し
な
ど

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
税
率
を
拡
大

渋
川
広
域
組
合

議
員
決
ま
る

町
税
条
例
の
一
部
改
正

国
保
税
条
例
の
一
部
改
正

※
専
決
処
分

議
会
が
議
決
ま
た
は
決
定

す
べ
き
事
項
を
、
緊
急
を

要
し
、
議
会
を
招
集
す
る

時
間
的
余
裕
が
な
い
場
合

な
ど
に
、
町
長
が
議
会
に

代
わ
っ
て
処
理
を
お
こ
な

う
こ
と
。 ミ

ニ
解
説

　

渋
川
地
区
広
域
市
町
村

圏
振
興
整
備
組
合
議
会
議

員
１
人
の
補
欠
選
挙
が
お

こ
な
わ
れ
、
山
畑
祐
男
議

員
が
当
選
し
ま
し
た
。
ま

た
、
議
長
の
改
選
に
よ
り
、

馬
場
周
二
議
員
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
組
合
は
、
渋
川
市
、

吉
岡
町
、
榛
東
村
で
組
織

さ
れ
、
ご
み
・
し
尿
・
消
防
・

火
葬
場
な
ど
の
事
務
を
共

同
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

吉
岡
町
の
定
数
は
３
人

で
、
議
員
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
、
29
年
３

月
31
日
に
公
布
さ
れ
た
た

め
、
ま
ち
の
条
例
を
速
や

か
に
改
正
す
る
必
要
が
生

じ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
ま
ち
は
※
専

決
処
分
を
お
こ
な
い
、
議

会
に
承
認
を
求
め
た
も
の

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
29
年
３
月

31
日
に
公
布
さ
れ
、
施
工

期
日
が
同
年
４
月
１
日
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
ち

の
条
例
を
速
や
か
に
改
正

す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
ま
ち
は
専

決
処
分
を
お
こ
な
い
、
議

　

所
得
の
合
算
33
万
円
に

加
算
さ
れ
る
48
万
円
を
、

49
万
円
と
す
る
。

で
す
。

　

改
正
さ
れ
た
主
な
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の
２

年
延
長
と
軽
減
対
象
区
分

の
重
点
化
。

〇
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
不

正
行
為
に
関
す
る
措
置
。

会
に
承
認
を
求
め
た
も
の

で
す
。

　

改
正
さ
れ
た
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
５
割
軽
減
の
場
合

　

所
得
の
合
算
33
万
円
に

加
算
さ
れ
る
26
万
５
千
円

を
、
27
万
円
と
す
る
。

〇
２
割
軽
減
の
場
合

議　案　名

承認

第１号 税条例の一部改正に係る専決処分の報告と承認…上記参照	

第２号 国民健康保険税条例の一部改正に係る専決処分の報告と承認…上記参照

同意 第３号 固定資産評価員の選任…固定資産の評価を所管する財務課長の人事異動によるもの

（全会一致で可決）

臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他

渋川地区広域市町村圏振興整備組合
議会議員（吉岡町定数３人）

馬場  周二
（平成２９年４月２７日就任）

山畑  祐男
（平成２９年４月２７日就任）

小池  春雄
（平成２７年５月１１日就任）

議案一覧
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第２回
定例会

　

平
成
29
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
お
こ
な

い
ま
し
た
。
定
例
会
で
は
、
議
案
５
件
、
同
意
１
件
、
陳
情
１
件
、
発
議
１
件
、
発
委
１

件
が
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
吉
岡
町
振
興
公
社
の
経

営
状
況
な
ど
、
報
告
４
件
が
あ
り
ま
し
た
。

老人クラブ主催グラウンドゴルフ大会（緑地運動公園）

　

平
成
28
年
度
の
吉
岡
町

振
興
公
社
の
事
業
報
告
、

お
よ
び
29
年
度
の
事
業
計

画
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
期
総
売
上
高
は
、
１

億
８
２
２
７
万
円
（
前
年

対
比
１
４
０
万
円
増
）
で
、

純
利
益
７
０
４
万
円
（
68

万
円
増
）
で
し
た
。

　

リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
の

年
間
温
泉
入
館
者
数
は
１

万
１
２
３
５
人
減
の
27
万

９
３
６
３
人
。
純
売
上
金

額
１
億
４
２
３
５
万
円

（
38
万
円
減
）
で
し
た
。

　

緑
地
運
動
公
園
の
年
間

利
用
者
数
は
、
ケ
イ
マ
ン

リ
バ
ー
ト
ピ
ア
吉
岡
の

入
場
者
は
１
万
１
２
３
５
人
減

ゴ
ル
フ
４
０
９
７
人
（
８

７
９
人
増
）、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
１
万
８
９
９
０
人

（
１
３
５
６
人
増
）、
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
９
３
７

８
人
（
１
０
６
８
人
増
）、

テ
ニ
ス
４
６
７
４
人
（
１

７
０
人
減
）、
合
計
利
用

料
は
１
６
１
１
万
円
（
１

７
８
万
円
増
）
で
し
た
。

　

施
設
を
取
り
巻
く
環
境

と
し
て
、
今
年
３
月
の
国

道
17
号
（
上
武
国
道
）
の

全
線
開
通
に
よ
り
、
利
用

者
の
増
加
が
は
か
ら
れ
ま

し
た
。

　

平
成
29
年
度
事
業
計
画

純利益は前年対比６８万円増

臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他

ナイス
ショット
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で
は
、
緑
地
運
動
公
園
の

利
用
者
が
増
加
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
温
泉
や
食
事
を

組
み
合
わ
せ
た
セ
ッ
ト
券

の
販
売
を
増
や
し
、
温
泉

施
設
へ
の
取
り
込
み
を
は

か
り
ま
す
。

　

緑
地
運
動
公
園
で
は
、

町
民
参
加
が
可
能
な
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
の
充
実
と
、

一
日
滞
在
し
て
楽
し
め
る

身
近
な
複
合
施
設
と
し
て

売
り
出
し
て
い
き
ま
す
。

上
武
国
道
開
通
の
影

響
で
４
月
の
温
泉
入

館
者
数
は
。

昨
年
４
月
は
２
万
１

８
６
９
人
、
今
年
は

２
万
１
３
４
０
人
で
若
干

減
。
食
堂
売
上
高
は
増
。

年
間
温
泉
入
館
者
が

平
成
26
・
27
・
28
年

と
減
っ
て
き
て
い
る
原
因

は
。

利
用
者
の
減
少
は
、

広
域
圏
の
全
体
的
な

傾
向
。周

り
が
減
っ
て
い
る

か
ら
で
な
く
、
ア
イ

デ
ア
や
対
策
は
。

館
内
に
キ
ッ
ズ
ス
ペ 

ー
ス
を
設
置
し
た
と

こ
ろ
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
が
増

加
し
て
い
る
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
36

ホ
ー
ル
化
の
計
画
は
。

公
園
全
体
の
魅
力
向

上
策
と
し
て
総
合
的

に
検
討
。

繰
越
余
剰
金
、
１
６

６
２
万
円
の
検
討
は
。

老
朽
化
し
た
施
設
の

修
繕
、
利
用
者
の
利

便
性
に
と
考
え
て
い
る
。

ホールインワンを目指して

答答

答答 答

問

問問

問問

（株）吉岡町振興公社経営状況報告

利用者数の推移 （人）

売上高の推移

純利益の推移

400,000

350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

（万円）

（万円）

20,000

15,000

10,000

5,000

0

2,000

1,000

0

△1,000

△2,000

緑地運動公園
リバートピア吉岡

19
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

26
年
度

27
年
度

19
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

26
年
度

27
年
度

19
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

26
年
度

27
年
度

28
年
度

28
年
度

28
年
度

平
成

平
成

平
成

純利益は前年対比６８万円増

臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他
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土
地
開
発
公
社
の
経
営
状
況
報
告

6月

会計名 補正額 補正後の予算額

一般会計 １, １１８万円 ７０億９，５１８万円

国民健康保険事業  歳出の組み替え ２３億７，１１７万円

介護保険事業 ７９万円 １４億６，６７８万円

後期高齢者医療事業 ４４万円 １億７，０２３万円

平成29年度  各会計別補正予算の状況
（万円未満は四捨五入）

務
１
０
８
万
円
、
損
失
補

償
金
75
万
円
、
明
小
・
駒

小
補
修
工
事
で
１
１
２
万

円
の
増
額
な
ど
。

　
　
　
　
　
　
　

商
工
費
損
失
補
償
金

75
万
円
の
説
明
を
。

条
例
に
も
と
づ
く
、

※１
小
口
資
金
の
融
資

先
が
返
済
困
難
と
な
り
、

県
保
証
協
会
が
※２

代
位
弁

済
を
お
こ
な
っ
た
た
め
、

ま
ち
も
損
失
の
一
部
を
補

償
す
る
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

１
１
８
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
は
、
70
億
９
５

１
８
万
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
補
正
は
、
駒
寄
ス

マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
関
連
で
、
国

庫
補
助
金
２
５
７
万
円
、

前
橋
市
負
担
金
３
８
３
万

円
、
財
政
調
整
基
金
繰
入

金
４
７
９
万
円
の
増
額
。

　

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ
建

設
工
事
７
６
７
万
円
の
増

額
。
こ
れ
は
、
ネ
ク
ス
コ

東
日
本
が
施
工
予
定
だ
っ

た
建
設
工
事
の
一
部
を
、

ま
ち
が
施
工
す
る
こ
と
に

よ
る
も
の
。
役
場
非
常
用

発
電
機
設
置
工
事
設
計
業

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
　
　
入

歳
　
　
出

答問

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
関
連
に

７
６
７
万
円
の
追
加

議会改革推進特別委員会

　議会基本条例にもとづいた議会改革に集中
的に取り組み、議会活性化をはかるための「議
会改革推進特別委員会」を新たに設置しまし
た。

全会一致で可決

柴﨑德一郎　平形　薫　富岡大志　金谷康弘
大林裕子　◎山畑祐男　○竹内憲明

繰
越
準
備
金
は
２
４
３
４
万
円

特
別
委
員
会
の
設
置

　

平
成
28
年
度
に
お
け
る
、

吉
岡
町
土
地
開
発
公
社
の

事
業
と
し
て
は
、
公
有
地

取
得
事
業
の
用
地
取
得
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
用

地
売
却
と
し
て
は
、
南
下

城
山
防
災
公
園
事
業
用
地

５
１
６
８
平
方
㍍
を
、
２

２
６
３
万
円
で
ま
ち
へ
売

却
し
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
決
算
は
、

収
入
２
３
２
１
万
円
、
支

出
２
４
６
２
万
円
と
な
り
、

差
引
き
１
４
１
万
円
の
損

失
を
計
上
し
、
繰
越
準
備

金
は
２
４
３
４
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

※１
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例

県
・
金
融
機
関
お
よ
び
群
馬
県
信
用
保
証
協
会
と
協
力
し
、
町

内
中
小
企
業
に
小
口
の
事
業
資
金
融
資
を
促
進
し
、
中
小
企
業

の
振
興
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

※２
代
位
弁
済

債
務
者
以
外
の
第
三
者
や
共
同
債
務
者
の
１
人
な
ど
が
、
債
権

者
に
対
し
て
、
債
務
の
弁
済
を
お
こ
な
う
こ
と
。

ミ
ニ
解
説

臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他

〔◎…委員長　○…副委員長〕
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い
る
。
そ
れ
ら
の
移
設
が

必
要
と
な
る
た
め
、
ま
ち

の
工
事
と
し
て
先
行
着
手

す
る
。
地
区
協
議
会
で
施

工
な
ど
の
変
更
が
で
き
る
。

商
工
総
務
費
の
損
失

補
償
金
75
万
円
に
関

連
し
て
、
小
口
資
金
融
資

で
の
承
認
判
断
は
委
員
に

任
さ
れ
る
。
基
準
な
ど
制

度
の
見
直
し
は
ど
う
か
。

付
け
ら
れ
た
。

国
民
健
康
保
険
事
業

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

書
作
成
委
託
料
４
５

４
万
円
が
あ
る
が
、
そ
の

計
画
の
内
容
は
。

特
定
検
診
の
結
果
や

介
護
保
険
の
認
定
状

況
な
ど
分
析
・
活
用
し
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
、
実
施
、

判
断
が
難
し
い
の
は

わ
か
る
。
小
口
事
業

者
へ
安
易
に
融
資
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
町
内
中
小
企
業

を
育
て
る
と
い
う
意
図
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

経
営
改
善
を
促
す
こ

と
も
必
要
で
は
。

ま
ち
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、金
融
庁
と
も

係
わ
る
。法
制
度
の
設
定
を

評
価
、
改
善
）
サ
イ
ク
ル

に
沿
っ
た
、
効
果
的
か
つ

効
率
的
な
保
険
事
業
を
お

こ
な
う
た
め
の
実
施
計
画
。

介
護
保
険
事
業

介
護
・
福
祉
空
間
設

備
等
施
設
整
備
交
付

金
79
万
円
の
内
容
は
。

漆
原
地
区
に
あ
る
認

知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

踏
ま
え
て
検
討
し
た
い
。

補
償
金
の
回
収
の
確

実
性
は
あ
る
の
か
。

ま
ち
の
負
担
金
に
対

し
、
少
し
ず
つ
可
能

な
金
額
を
返
済
。
回
収
機

構
で
や
っ
て
い
る
。

学
校
建
設
費
で
明
小

42
万
円
、
駒
小
70
万

円
の
詳
し
い
内
容
は
。

明
小
で
は
、
取
り
外

し
た
変
圧
器
の
運
搬

処
分
の
委
託
料
。
駒
小
で

は
、
※

通
級
指
導
教
室
に

通
う
児
童
が
増
え
た
た

ム
に
、
防
犯
カ
メ
ラ
４
台

設
置
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

還
付
金
が
44
万
円
あ

る
が
内
容
は
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
、

陳
情
１
件
に
つ
い
て
審
査

し
ま
し
た
。

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ⅰ
Ｃ

の
今
回
の
工
事
区
域

は
、
高
速
道
路
区
域
が
含

ま
れ
る
の
か
。

高
速
道
路
区
域
で
は

な
い
。
上
り
線
側
の
町

道
に
、
工
業
、
農
業
用
水
、

水
道
な
ど
が
埋
設
さ
れ
て

　

議
案
４
件
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
関
す
る
条
例
の
改
正

条
例
改
正
の
内
容
は
。

主
任
介
護
支
援
専
門

員
は
、
主
任
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
言
っ
て
、

５
年
ご
と
の
研
修
が
義
務

問

問

問

問問

問

問

問

問

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
工
事
、ま
ち
が
先
行
着
手

認
知
症
施
設
に
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

答

答答

答答

答

答

答

総務
文教
厚生

臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他

　総務常任委員会が６月９日、文
教厚生常任委員会が12日に行わ
れ、付託された議案などについて
審査しました。

め
、
こ
れ
ま
で
の
特
別
支

援
教
室
を
３
分
割
し
て
使

用
で
き
る
よ
う
、
間
仕
切

り
を
す
る
工
事
。

後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
の
電
算
処
理

シ
ス
テ
ム
に
設
定
誤
り
が

あ
り
、
過
大
徴
収
に
よ
る

還
付
。

※
通
級
指
導
教
室

通
常
の
学
級
に
在
籍
す
る

比
較
的
軽
度
の
障
が
い
の

あ
る
児
童
生
徒
に
、
障
が

い
の
状
態
に
応
じ
て
特
別

な
指
導
を
お
こ
な
う
教

室
。

ミ
ニ
解
説

地域包括支援センターの皆さん

答
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越明許費繰

平成２８年度から平成２９年度に繰り越す事業

　歳出予算の経費のうち、年度内に支出が終わらない見込みのあ
るものについて、翌年度に限り予算を繰り越して使用すること。

（万円未満は四捨五入）

事　　業　　名 翌年度繰越額
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
会
計

改正個人情報保護法関連例規整備業務 １１３万円
通知カード・個人番号カード関連事務 １５４万円
経済対策臨時福祉給付金給付事業 ５，２３１万円
地域福祉交流拠点施設設置事業 ２，９４０万円
農業集落排水事業特別会計繰出金 １０万円
道路用地登記業務 ９１万円
大榛橋架け替え事業（榛東村施行） １，３９１万円
町道大藪７号線道路改良事業 ３７９万円
町道三国線道路改良事業 ４９４万円
町道明小・北発地岡線道路改良事業 １，６７４万円
町道新田入口３号線用地取得事業 ３２万円
橋梁維持補修工事 １，４５４万円
都市計画決定図書作成業務 ４５０万円
駒寄スマートＩＣ大型車対応化事業 ８，３２８万円
南下城山防災公園整備事業 ７，１８７万円

※ 最適整備構想業務 ４６０万円

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　

７
月
31
日
に
任
期
満
了

と
な
る
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
の
委
員
に
、
次

の
３
人
を
選
任
す
る
こ
と

に
、
全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

　

髙
田
武
さ
ん
（
上
野
田
・

72
歳
）、馬
場
恒
男
さ
ん（
北

下
・
71
歳
）、
青
木
実
さ
ん

（
漆
原
・
65
歳
）。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
は
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格

（
評
価
額
）
に
関
す
る
不
服

を
決
定
す
る
た
め
に
、
市

町
村
に
置
か
れ
て
い
る
行

政
機
関
で
す
。
任
期
は
３

年
で
す
。

陳　情

議案一覧

議員発議・委員会発議

件　　名 申請者 結　果

陳情 第２号
被爆者が核兵器を禁止し廃絶する条約呼びかけ
た国際署名や、国への意見書などへのご協力の
お願い

原水爆禁止日本協議会 
原水爆禁止群馬県協議会
滝沢俊治

採択
（全会一致）
発委第３号
意見書提出

　　　　件　　名 提出者 結　果

発議 第２号 議会改革推進特別委員会の設置 町議会議員　岸　祐次
可決

（全会一致）

発委 第３号
日本政府に核兵器禁止条約の交渉会議に参加し、
条約実現に真剣に努力するよう求める意見書

総務常任委員会　
委員長　岩﨑　信幸

可決
（全会一致）

議　案　名

同意 第４号 固定資産評価審査委員会委員の選任…上記参照
発議 第２号 議会改革推進特別委員会の設置…８ページ参照

議案

第２５号 地域包括支援センターの人員及び運営に関する基準を定める条例の一部改正…９ページ参照
第２６号 平成２９年度一般会計補正予算…８ページ参照
第２７号 平成２９年度国民健康保険事業特別会計補正予算…８ページ参照
第２８号 平成２９年度介護保険事業特別会計補正予算…８ページ参照
第２９号 平成２９年度後期高齢者医療事業特別会計補正予算…８ページ参照

陳情 第２号
被爆者が核兵器を禁止し廃絶する条約呼びかけた国際署名や、国への意見書などへのご協力のお願い…上記
参照

発委 第３号 日本政府に核兵器禁止条約の交渉会議に参加し、条約実現に真剣に努力するよう求める意見書…上記参照

（全会一致で可決）

臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他

青木　実さん
（漆原・65 歳）

馬場恒男さん
（北下・71 歳）

髙田　武さん
（上野田・72 歳） ※…農業集落排水事業特別会計
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議員７人議員７人一般
質問

■金谷　康弘議員（１２ページ）
１．自主財源の確保について
２．ベッドタウン化の回避について	
３．農業遺産の保存・伝承について（継続質問）
４．消防団員の免許取得の奨励・補助について
　　（継続質問）
５．花と緑のぐんまづくり2018ＩＮ吉岡について
６．地域の課題

■富岡　大志議員（１３ページ）
１．今後の交通網整備の方針と、町道の長寿命
　　化に関して
２．「障害を理由とする差別の解消の推進」に　
　　関して
３．「町民と行政が協働するまち」に関して
４．公用車の活用に関して

■大林　裕子議員（１４ページ）
１．男女共同参画への取り組みについて
２．防災に関して
３．地域資源を生かして

■柴﨑　德一郎議員（１５ページ）
１．専用スポーツ施設の整備を
２．群馬用水施設の現状と利活用課題は
３．小学校における卒業式のあり方検討を
４．まちづくり事業の成果と評価は
５．まちの魅力発信拠点（東の玄関口）の方向性は

■五十嵐　善一議員（１６ページ）
１．防災・減災のまちづくりについて
２．食の安心・安全について
３．道徳教科化への対応について
４．認知症対策について

■山畑　祐男議員（１７ページ）
１．防災について
２．男女共同参画事業について
３．まちの観光について
４．子どもを取り巻く環境について

■小池　春雄議員（１８ページ）
１．スラグ問題
２．子宮頸がんワクチン患者へのまち独自施策
３．学校給食でのアレルギー対策対応
４．子ども食堂などへの補助策

６月定例会の一般質問は７日および８日に
おこなわれました。
紙面の都合により要約してお伝えします。
なお、詳しい内容は吉岡町図書館に備えてある
会議録で確認できます。
また、平成２１年第１回定例会以降の会議録は、
吉岡町ホームページでもご覧になれます。

インターネット配信中です

本会議の様子を生中継、録画でも配信。 吉岡町議会 検 索アクセス方法は

執行機関が提出した議案と関係なく、
まちの行政全般にわたって、議員個人が執行
機関に質問し、見解を求める場（もの）です。
吉岡町では、質問および答弁をあわせて、
１人６０分の持ち時間があります。

臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他
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財
務
課
長　

ま
ち
で

は
、
県
と
県
内
12
市

９
町
１
団
体
で
「
ぐ
ん
ま

電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
」

を
運
用
し
て
い
る
。
入
札

新
規
参
入
に
つ
い
て
は
、

本
シ
ス
テ
ム
に
登
録
申
請

し
、
認
定
さ
れ
る
こ
と
が

条
件
。大

型
商
業
施
設
進
出

に
、
ま
ち
の
対
応
状

況
は
。町

長　

土
地
利
用
規

制
上
、
10
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
超
え
る
大
規
模
店
舗

の
進
出
は
で
き
な
い
の
で
、

開
発
に
対
応
で
き
る
土
地

利
用
政
策
に
着
手
し
た
。

大
型
商
業
施
設
進
出

に
よ
る
、
総
合
的
経

済
効
果
を
ま
ち
は
、
ど
の

よ
う
に
試
算
し
て
い
る
か
。

一
括
発
注
の
仕
事
を

分
割
し
、
地
元
業
者

の
入
札
参
加
枠
の
拡
大
を
。

町
長　

分
割
発
注
に

つ
い
て
は
、
業
務
委

託
の
内
容
・
特
性
な
ど
の

精
査
を
し
た
上
で
可
能
か

検
討
。地

場
産
業
活
用
促
進

の
観
点
か
ら
、
ま
ち

の
仕
事
は
な
る
べ
く
地
元

業
者
で
。

町
長　

地
元
業
者
の

育
成
の
観
点
か
ら
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
業
務

を
地
元
の
業
者
に
、受
注
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
。

そ
し
て
技
術
向
上
や
経
営

改
善
に
つ
な
が
り
、
税
収

増
に
な
れ
ば
あ
り
が
た
い
。

ま
ち
入
札
新
規
参
入

の
流
れ
は
。

町
長　

試
算
は
し
て

い
な
い
が
、
経
済
波

及
効
果
は
未
知
数
。
個
人

商
店
と
の
課
題
整
理
も
想

定
さ
れ
る
。

ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化
の

回
避
に
向
け
て
、
雇

用
の
場
の
創
設
を
。

町
長　

土
地
利
用
施

策
の
見
直
し
と
、
企

業
誘
致
に
つ
い
て
情
報
収

集
を
実
施
し
て
い
く
。

文
化
財
事
務
所
移
転

後
旧
事
務
所
を
、
収

集
し
た
農
業
遺
産
の
保
存

場
所
と
し
て
の
利
用
を
。

町
長　

現
収
蔵
品
を

取
捨
選
択
し
、
ま
ち

に
残
る
農
業
遺
産
を
仕
分

け
し
預
か
り
、
旧
事
務
所

が
あ
る
間
は
、
保
管
場
所

と
し
て
利
用
し
て
い
く
。

入
札
枠
拡
大
に
一
括
発
注
を
分
割
発
注
に

内
容
・
特
性
を
精
査
し
可
能
か
検
討

金谷康弘 議員

群
馬
県
・
関
係
機
関
と
協
議
を
始
め
た

花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ
く
り
進
捗ち

ょ
く

状
況
は

問問

問問

問

答答答

答

来年の開催が待ち遠しい

来
年
ま
ち
で
開
催
さ

れ
る
、「
花
と
緑
の
ぐ

ん
ま
づ
く
り
」
の
今
現
在

の
、
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

町
長　

ま
ち
と
県
、

関
係
者
と
協
議
を
始

め
た
と
こ
ろ
で
、
立
派
に

仕
上
げ
た
い
。

車
の
往
来
が
激
し
い

道
路
へ
の
対
応
は（
大

松
信
号
北
側
大
型
薬
品
店

裏
南
北
道
路
）。

町
長　

緊
急
度
・
安

全
・
安
心
を
加
味
し

な
が
ら
検
討
。

問問

答

答答

答

答答 問問

臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他
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ひび割れが進む道路。シール材注入工法の
修繕で長寿命化がはかれる。

シ
ー
ル
材
注
入
工
法
で
コ
ス
ト
抑
制
を

舗
装
補
修
工
法
の
１
つ
と
し
て
検
討

富岡大志議員

基
礎
的
な
研
修
を
実
施
し
た
上
で
検
討

Ｄ
Ｅ
Ｔ
の
、
ま
ち
で
の
活
用
を

町
道
の
損
傷
、
特
に

ひ
び
割
れ
が
目
立
っ

て
き
て
い
る
。
※

シ
ー
ル

材
注
入
工
法
に
よ
る
長
寿

命
化
で
、
コ
ス
ト
抑
制
効

果
が
期
待
で
き
る
。
ま
ち

で
も
導
入
し
て
は
。

町
長　

安
全
性
の
向

上
や
、
コ
ス
ト
縮
減

が
期
待
で
き
る
工
法
と
し

て
認
識
。
舗
装
補
修
工
法

の
１
つ
と
し
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。

交
通
量
の
増
え
て
い

る
道
路
は
、
今
後
、

そ
の
交
通
量
に
合
わ
せ
た
、

集
中
的
か
つ
構
造
的
な
補

修
が
必
要
に
な
る
の
で
は
。

産
業
建
設
課
長　

ま

ち
と
し
て
、
そ
の
必

要
性
を
認
識
。
今
後
、
調

査
・
検
討
を
進
め
た
い
。

Ｄ
Ｅ
Ｔ
（
障
害
平
等

研
修
）
と
は
、
障
害

者
差
別
解
消
法
が
昨
年
４

月
に
施
行
さ
れ
た
の
を
契

機
に
、
自
治
体
や
大
学
な

ど
を
中
心
に
広
が
っ
て
い

る
研
修
。「
障
が
い
と
は
何

か
」
を
テ
ー
マ
に
、
モ
デ

ル
と
な
る
具
体
例
を
示
し

な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

キ
ン
グ
を
通
じ
て
、
主
体

的
な
気
づ
き
や
発
見
の
な

か
で
理
解
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ

れ
を
ま
ち
の
職
員
の
研
修

や
、
小
中
学
校
の
取
り
組

み
に
活
用
し
て
み
て
は
。

総
務
政
策
課
長　

個

別
具
体
的
な
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
学
ぶ
点
で
、
大

変
意
義
深
い
研
修
と
認
識

す
る
が
、
ま
ず
は
全
職
員

の
基
本
理
解
が
必
要
。
基

礎
的
な
研
修
を
実
施
し
た

上
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

内
容
を
よ
く
見
聞
し
た
う

え
で
、
今
後
の
検
討
と
し

た
い
。若

い
フ
ァ
ミ
リ
ー
世

代
の
転
入
の
多
い
吉

岡
町
で
は
、
地
域
で
の
多

世
代
間
の
交
流
の
場
と
機

会
の
熟
成
が
、「
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」

に
不
可
欠
だ
と
思
う
が
、

強
化
整
備
に
つ
い
て
、
ま

ち
の
考
え
は
。

町
民
生
活
課
長　

第

５
次
総
合
計
画
に
よ

り
、
町
民
主
体
の
自
治
を

目
標
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
る
、
明
る

く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
る
。
そ
う

し
た
活
動
の
拠
点
が
自
治

会
で
、
活
動
を
支
援
し
、

ま
ち
の
諸
事
業
を
実
施
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。

公
用
車
を
企
業
や
団

体
の
広
告
媒
体
と

し
て
活
用
し
、
財
政
収
入

の
確
保
や
地
域
産
業
の
振

興
を
は
か
る
こ
と
が
で
き

る
。
小
倉
乾
燥
芋
の
宣
伝

な
ど
も
含
め
て
検
討
し
て

み
て
は
。

町
長　

今
後
検
討
す

べ
き
分
野
で
あ
り
、

公
用
車
に
限
ら
ず
、
広
く

情
報
収
集
を
し
て
い
き
た

い
。

問

問

答

答

答

問

問 答

答

答 問

※
シ
ー
ル
材
注
入
工
法

舗
装
の
ひ
び
割
れ
に
シ
ー
ル
材
を
充じ

ゅ
う
て
ん填
し
て
補
修
す
る
工

法
。
ひ
び
割
れ
か
ら
舗
装
内
部
へ
の
雨
水
な
ど
の
浸
透
を
防

ぎ
、
舗
装
の
構
造
と
し
て
の
性
能
低
下
を
予
防
す
る
。

ミニ解説

臨
時
会

定
例
会
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般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他
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男
女
共
同
参
画
へ
町
長
の
考
え
は

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
反
映
さ
せ
た
い

大林裕子 議員

校
長
会
な
ど
を
通
し
て
検
討

混
合
名
簿
使
用
の
考
え
は

男
女
共
同
参
画
推
進

に
向
け
て
町
長
の
考

え
は
。町

長　

職
場
、
地
域
、

家
庭
、
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
、
役
割
を
固
定
化
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
男

女
共
同
参
画
の
視
点
が
反

映
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け

た
い
。役

場
内
で
女
性
の
能

力
を 

※１

エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
。

総
務
政
策
課
長　

女

性
管
理
職
登
用
を
職

場
の
共
通
認
識
と
し
て
掲

げ
、
女
性
が
能
力
を
発
揮

し
、
仕
事
に
臨
め
る
環
境

整
備
を
考
え
て
い
る
。

固
定
的
男
女
役
割
分

担
の
意
識
を
改
め
て

い
く
に
は
、
学
校
教
育
の

力
は
大
き
い
。
教
育
長
の

考
え
は
。

教
育
長　

社
会
科
の

学
習
、
人
権
教
育
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

男
女
混
合
名
簿
の
使

用
も
性
別
固
定
感
の

解
消
の
手
段
。
県
内
小
学

校
の
77
・
５
％
が
す
で
に

戦
す
る
よ
う
、
働
き
か
け

た
い
。ま

ち
広
報
誌
コ
ー
ナ
ー

で
町
民
へ
の
啓
発
を
。

町
民
生
活
課
長　

実

施
し
た
い
。
だ
れ
も

が
興
味
を
持
て
る
よ
う
周

知
し
た
い
。

日
曜
保
育
へ
の
ニ
ー

ズ
と
今
後
の
ま
ち
の

考
え
は
。

町
長　

日
曜
保
育
の

希
望
調
査
で
は
１
件

だ
け
。
必
要
な
時
は
、
対

応
可
能
な
保
育
園
に
協
力

し
た
い
。

過
去
の
災
害
の
場
所

や
状
況
を
記
し
た
防

災
マ
ッ
プ
が
必
要
で
は
。

町
民
生
活
課
長　

新

マ
ッ
プ
作
成
時
に
検

討
。

自
主
防
災
組
織
へ
ま
ち

の
協
力
を
願
い
た
い
。

町
民
生
活
課
長　

自

主
防
災
組
織
の
リ
ー

ダ
ー
と
相
談
協
力
支
援
し

た
い
。乾

燥
芋
の
生
産
体
制

の
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。町

長　

９
月
を
め
ど

に
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
た
協
議
会
の
設
立
運

営
を
行
う
。
販
路
の
拡
大
、

法
人
化
へ
の
経
営
を
精
査
。

 

※２

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
進
め
て
は
。

町
長　

あ
ら
ゆ
る
可

能
性
を
探
り
た
い
。

問問

問

問

問

問

問問問

問問

答

答 答

答答

答答

答

答答 答

答

今日はパパがお迎え（第三保育園）

※１
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

人
々
に
夢
や
希
望
を
与
え
、
勇
気
づ
け
、
本
来
持
っ
て
い
る

力
を
湧
き
出
さ
せ
る
こ
と
。

※２
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム　

農
山
漁
村
地
域
に
お
い
て
自
然
、
文
化
、
人
々
と
の
交
流
を

楽
し
む
滞
在
型
の
余
暇
活
動
。

ミニ解説

使
用
し
て
い
る
が
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

今
後
校
長
会
な

ど
を
通
し
て
検
討
し
た
い
。

町
内
の
学
校
に
女
性

管
理
職
の
登
用
は
。

教
育
長　

女
性
教
員

が
管
理
職
選
考
に
挑

臨
時
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定
例
会

一
般
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他

委
員
会
審
査
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越
明
許
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他
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質
問
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の
散
歩
道 

他
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専
用
野
球
場
施
設
の
整
備
を

専
用
施
設
と
し
て
は
難
し
い

柴﨑德一郎 議員

本
人
の
意
思
だ
が
指
示
を
し
た
い

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
職
員
ら
の
率
先
参
加
を

専
用
の
野
球
場
施
設

整
備
の
要
望
が
多
い

が
。

町
長　

多
目
的
な
施

設
整
備
が
、
豊
か
な

生
活
環
境
整
備
に
寄
与
。

専
用
野
球
場
整
備
は
難
し

い
。

事
業
未
定
の
八
幡
山

グ
ラ
ウ
ン
ド
拡
張
整

備
計
画
の
再
考
（
４
０
０

㍍
ト
ラ
ッ
ク
と
内
側
に
人

工
芝
サ
ッ
カ
ー
場
）
を
提

案
し
た
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

研
究
懇
談
会
で

基
本
構
想
が
ま
と
め
ら
れ
、

多
目
的
広
場
と
し
て
の
位

置
づ
け
が
決
定
し
て
い
る
。

群
馬
用
水
緊
急
改
築

ト
ン
ネ
ル
併
設
水
路

工
事
の
現
況
は
。

町
長　

５
月
末
で
の

工
事
費
ベ
ー
ス
で
約

77
％
の
進
捗ち

ょ
く

率
、
来
年
６

月
完
成
予
定
。

上
水
道
の
群
馬
用
水

と
湧
水
の
利
活
用
割

合
は
。産

業
建
設
課
長　

群

馬
用
水
（
県
央
第
一

水
道
）
か
ら
の
供
給
が
全

体
の
約
66
％
、
表
流
水
・

伏
流
水
・
地
下
水
・
新
幹

線
榛
名
中
山
ト
ン
ネ
ル
湧

水
で
約
34
％
。

田
植
え
時
期
が
早
ま

っ
て
い
る
、
灌か

ん
が
い漑

期

の
前
倒
し
増
量
を
。

産
業
建
設
課
長　

現

在
５
月
16
日
か
ら
の

前
倒
し
で
対
応
し
て
い
る
。

小
学
校
に
お
け
る
卒

業
式
の
あ
り
方
（
卒

業
生
の
服
装
）
検
討
を
。

教
育
長　

Ｐ
Ｔ
Ａ
運

営
委
員
会
や
６
年
生

保
護
者
懇
談
会
な
ど
で
検

討
の
場
を
設
け
る
よ
う
、

学
校
に
指
示
し
た
い
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
提
唱
し
て
い
る
が
、

役
場
職
員
の
各
種
地
域
活

動
へ
の
率
先
的
参
加
を
期

待
し
た
い
。

町
長　

非
常
に
重
要

な
こ
と
と
認
識
し
て

い
る
が
、
強
要
す
る
も
の

問

問

問

問問

問

問

答

答

答答

答

答答

答

環境と体調に感謝し「病気・ケガに負けない体づくり」に
精進する吉岡ＩＱ古希チーム（町民グラウンド）

で
な
く
、
本
人
の
意
思
に

も
と
づ
く
も
の
と
考
え
る

が
、
指
示
を
し
た
い
。

東
の
玄
関
口
で
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流

事
業
と
し
て
継
続
し
て
い

る
ラ
ジ
オ
体
操
へ
の
設
備

支
援
は
。

町
長　

役
場
内
部
で

相
談
し
、
よ
り
よ
い

方
向
性
を
見
い
だ
し
た
い
。

道
の
駅
駐
車
場
へ
の

放
置
車
両
対
処
策
は
。

産
業
建
設
課
長　

毎

日
巡
回
し
、
注
意
深

く
監
視
、
警
察
と
の
連
携

を
し
て
い
る
。

サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
路

脇
に
レ
ン
タ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
自
転
車
の
設

置
を
。
ま
た
、
パ
ー
ク
・

ケ
イ
マ
ン
ゴ
ル
フ
な
ど
町

民
利
用
者
へ
の
特
典
を
。

町
長　

検
討
す
る
。

問 問答 答

問

答

臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他
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河
床
な
ど
河
川
管
理
の
実
態
は

県
へ
の
要
望
に
も
と
づ
き
対
応

五十嵐善一 議員

認
知
症
安
心
マ
ッ
プ
作
成
を
検
討

認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を

吉
岡
川
の
河
床
な
ど

の
実
態
認
識
と
対
応

は
。

町
民
生
活
課
長　

現

状
は
確
認
し
て
お
り
、

継
続
し
て
県
へ
要
望
。

吉
岡
町
の
外
国
人
居

住
者
数
は
。

町
民
生
活
課
長　

１

３
２
人
、
50
世
帯
。

災
害
時
の
外
国
人
支

援
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
。

町
民
生
活
課
長　

未

整
備
だ
が
、
消
防
科

学
総
合
セ
ン
タ
ー
作
成
の

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
室
に
エ
ア
コ
ン

を
。

教
育
長　

オ
ー
ル
電

化
で
あ
れ
ば
可
能
だ

が
、
現
状
で
は
困
難
。

学
校
給
食
で
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
の
対
応
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

除
去
食
や
代
替

食
は
未
実
施
で
、
献
立
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
表
を
活
用

し
て
注
意
喚
起
。
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
申
告
児
童
生
徒

数
は
64
人
、
弁
当
持
参
者

は
28
人
、
※

ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
申
告
は
な
し
。

児
童
生
徒
へ
の
食
育

の
推
進
状
況
は
。

教
育
長　

栄
養
教
員

が
学
校
に
出
向
い
た

指
導
や
、
学
級
活
動
お
よ

び
関
連
教
科
で
指
導
。

県
の
実
践
協
力
調
理

場
の
指
定
を
受
け
、
食

育
に
取
り
組
ん
だ
成
果
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

児
童
生
徒
が
給

食
へ
の
関
心
を
持
つ
き
っ

か
け
と
な
り
、
給
食
残
量

が
減
少
。

給
食
残
さ
な
い
デ
ー

の
取
り
組
み
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局

長　

献
立
に
工
夫
を

凝
ら
す
な
ど
、
残
菜
を
減

ら
す
よ
う
努
力
。

道
徳
の
教
科
化
へ
の

ま
ち
の
対
応
は
。

教
育
長　

評
価
は
内

申
点
に
影
響
し
な
い
。

検
定
教
科
書
を
使
用
し
て

も
、
特
定
の
価
値
観
を
押

し
つ
け
る
こ
と
は
な
い
。

問問

問

問問

問問問

問

答

答答

答答

答答

答

答

雑木などが生い茂る吉岡川（漆原地域内）

※
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
よ
り
、
じ
ん
ま
し
ん
な
ど
の
皮
膚
症
状
、

腹
痛
や
嘔お

う
と吐
な
ど
の
消
化
器
症
状
、
ゼ
イ
ゼ
イ
し
た
呼
吸
や

呼
吸
困
難
な
ど
の
呼
吸
器
症
状
が
、
複
数
同
時
に
か
つ
急
激

に
出
現
し
た
状
態
。

ミニ解説

ま
ち
認
知
症
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
を
。

健
康
福
祉
課
長　

認

知
症
安
心
マ
ッ
プ
の

作
成
を
検
討
。

ま
ち
で
認
知
症
と
診

断
さ
れ
て
い
る
人
数

は
。

町
長　

推
計
値
と
し

て
５
０
０
人
。

認
知
症
へ
の
理
解
を

広
め
る
取
り
組
み
は
。

町
長　

認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
育
成
事
業
、

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
の
配
置
、
小
学
４
年

生
で
理
解
を
深
め
る
教
育

の
推
進
な
ど
を
実
施
。

問問

問

答答

答 答

臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他

16



観
光
事
業
充
実
の
た

め
に
、
観
光
協
会
設

立
を
。町

長　

設
立
に
つ
い

て
は
、
い
ろ
い
ろ
な

人
の
意
見
を
聞
き
、
広
域

で
の
動
き
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
慎
重
に
検
討
。

渋
川
市
、
吉
岡
町
、

榛
東
村
の
３
市
町
村

が
、
観
光
地
の
戦
略
策
定

や
市
場
調
査
運
営
を
担
う

日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
「
観
光
地

域
づ
く
り
推
進
法
人
」
の

候
補
法
人
に
、
官
公
庁
か

ら
登
録
さ
れ
た
が
、
内
容

は
。

町
長　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、

観
光
地
域
づ
く
り
の

か
じ
取
り
役
と
し
て
、
多

く
の
関
係
者
と
協
働
し
な

が
ら
、
戦
略
策
定
、
実
施

す
る
法
人
。
観
光
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
地
域
の
魅

力
を
売
り
出
し
て
い
く
。

男
女
共
同
参
画
今
後
の
展
開
は

男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
設
立

山畑祐男 議員

男
女
共
同
参
画
事
業

を
ど
の
よ
う
に
事
業

展
開
す
る
の
か
。

町
長　

男
女
が
等
し

く
社
会
の
利
益
を
享

受
し
、
社
会
に
対
し
て
も
、

と
も
に
責
任
を
担
う
社
会

と
な
る
よ
う
に
実
施
。

第
１
回
定
例
会
に
て
、

男
女
共
同
参
画
計
画

調
査
業
務
委
託
料
２
０
６
万

円
計
上
さ
れ
た
、
内
容
は
。

町
民
生
活
課
長　

推

進
協
議
会
を
立
ち
上

げ
、
町
民
３
千
人
（
男
女

半
々
）
に
て
意
識
調
査
・
課

題
を
検
討
。
平
成
30
年
度
に

基
本
計
画
の
策
定
予
定
。

避
難
準
備
情
報
や
避

難
勧
告
に
つ
い
て
、

ま
ち
の
全
住
民
に
対
す
る

情
報
伝
達
方
法
は
。

町
民
生
活
課
長　

防

災
行
政
無
線
、
よ
し

お
か
ほ
っ
と
メ
ー
ル
、
各

携
帯
会
社
の
緊
急
速
報
メ

ー
ル
、
国
か
ら
の
直
接
伝

達
す
る
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
利

用
し
て
伝
達
。

道
の
駅
よ
し
お
か
温

泉
周
辺
は
、
防
災
拠

点
と
な
る
の
で
は
。

町
長　

道
の
駅
は
食

品
、
温
泉
が
あ
り
、

宿
泊
施
設
と
し
て
も
利
用
で

き
、
防
災
拠
点
と
考
え
る
。

救
援
物
資
の
受
け
入

れ
、
避
難
所
ま
で
の

配
送
方
法
は
。

町
民
生
活
課
長　

４

月
に
北
群
渋
川
農
協

と
協
定
を
結
び
、
野
菜
セ

ン
タ
ー
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
を
受
け
入
れ
先
と
し
、

公
用
車
で
配
送
。　
　
　

火
災
時
の
消
防
隊
員

の
後
方
支
援
は
で
き

な
い
か
。

町
民
生
活
課
長　

支

援
必
要
あ
り
と
消
防

問問

問

問問

問 答

答答

答

答

答

答

力強い放水（吉岡町消防団第２分団）

本
部
が
判
断
し
た
場
合
、

日
赤
奉
仕
団
、
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
に
支
援
協
力
要
請
。

問問 答

答

広
域
で
の
動
き
を
視
野
に
慎
重
に
検
討

観
光
事
業
充
実
に
観
光
協
会
の
設
立
を

臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他
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ス
ラ
グ
問
題
し
っ
か
り
協
議
を

要
望
書
を
提
出

小池春雄 議員

個
別
プ
ラ
ン
を
作
成
し
情
報
共
有

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
、
現
状
の
対
応
策
は

吉
岡
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ス
ラ
グ
の
使
用

箇
所
お
よ
び
調
査
状
況
の

公
表
に
対
し
、
大
同
特
殊

鋼
は
「
吉
岡
町
及
び
群
馬

県
と
協
議
の
上
、
誠
意
を

持
っ
て
対
応
す
る
」
と
自

社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
述
べ

て
い
る
。
責
任
は
大
同
特

殊
鋼
に
あ
る
と
認
め
て
い

る
。

　
し
か
し
南
下
古
墳
公
園

駐
車
場
に
あ
る
ス
ラ
グ
に

対
し
て
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
で
問
題
の
解
決
を
は

か
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、

撤
去
を
求
め
て
い
く
こ
と

が
、
一
番
正
し
い
解
決
方

法
で
あ
る
。
吉
岡
町
の
希

望
を
言
っ
て
、
し
っ
か
り

処
理
し
て
も
ら
う
べ
き
だ

と
思
う
が
。

町
長　

ま
ち
と
し
て

は
、
町
民
の
不
安
解

消
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
。

早
期
の
課
題
解
決
と
将
来

に
わ
た
る
処
分
費
の
負
担

に
つ
い
て
、
要
望
書
を
提

出
。

ま
ち
で
は
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
に
対
し
、

積
極
的
に
補
助
金
を
出
し

て
き
た
。
し
か
し
、
ワ
ク

チ
ン
の
弊
害
が
疑
わ
れ
る

問
題
が
起
き
て
い
る
。
先

進
事
例
に
倣な

ら

い
、
ま
ち
独

自
の
救
済
・
助
成
制
度
を

考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

町
長　

ま
ち
単
独
の

救
済
に
つ
い
て
は
、

現
在
検
討
中
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を

有
す
る
子
ど
も
た
ち

が
増
え
て
い
る
。
ま
ち
の

学
校
で
の
、
保
護
者
生
徒

の
要
望
の
受
け
入
れ
、
現

状
の
対
応
策
と
、
今
後
の

課
題
は
。

教
育
長　

給
食
セ
ン

タ
ー
の
毎
月
発
行
の

献
立
表
に
加
え
、
給
食
で

使
用
す
る
食
材
の
成
分
を

明
記
し
た
「
献
立
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
表
」
を
保
護
者

に
配
布
。
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
開
。
教
室
で
も
掲
示

し
担
任
が
該
当
者
に
注
意
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
確
認
に

つ
い
て
は
、
毎
年
２
学
期

末
に
調
査
。
対
応
が
必
要

な
児
童
生
徒
は
、
保
護
者

の
面
談
、
医
師
の
指
導
を

経
て
個
別
プ
ラ
ン
を
作
成
。

給
食
セ
ン
タ
ー
へ
は
リ
ス

ト
提
出
。
ま
た
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
策
委
員
会
を

年
度
初
め
に
開
催
し
、
職

員
全
員
で
情
報
共
有
。
絶

対
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
に
対
策
を
取
っ
て
い
る
。

問

答答

答

給食おいしいね（明治小）

答

臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他

問

問
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防災関連について

（平成２８年１２月議会）

男女共同参画への対応は

（平成２８年９月議会）

質問事項質問事項 質問事項質問事項

町長答弁町長答弁 町長答弁町長答弁

処理事項処理事項 処理事項処理事項

平成２９年度から、必要な運転免許区
分までの取得費を全額補助。

県や関係機関と連携しながら、早期策定
に向け進めたいと考えている。

男女共同参画計画の策定はいつまでに
おこなうのか。

消防団員が水槽付き消防車を運転できる
よう免許取得の奨励・補助を。

火災現場に迅速に出場できるよう、必要な
運転免許取得支援を検討中。

平成２９年度から、男女共同参画推進
協議会を立ち上げ、アンケートなどを
おこない、計画策定に向けた基礎資料
作りをおこなう。

一般質問の行方一般質問の行方

制度の活用が待たれる水槽付き消防車

みんなで考えよう
「男女共同参画」
（啓発ポスター　

内閣府）

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
議
会
の
声

臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他

 関連記事
１４、１７ページ
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町
内
施
設
で
体
力
作
り

樋口　久子さん
（溝祭）

齊木　悦子さん
（上野田）

議会を
　傍聴して

　
皐さ

つ

き月

ま
ち
の散歩

道98

飯
島
か
ほ
る
さ
ん
（
陣
場
）

　

私
の
夫
は
長
い
間
皐
月

を
育
て
て
き
ま
し
た
が
、

13
年
前
他
界
し
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
鉢
植
え
を
ど
う

し
よ
う
か
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
船
尾
盆
栽
愛
好

会
に
入
会
を
勧
め
ら
れ
、

お
世
話
に
な
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　

初
め
の
う
ち
は
何
も
わ

か
ら
な
い
ま
ま
盆
栽
展
に

２
鉢
出
品
し
た
と
こ
ろ
、

木
を
正
面
に
向
け
る
と
鉢

が
横
を
向
き
、
鉢
を
正
面

に
置
け
ば
木
が
横
向
き
に

な
っ
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
、

盆
栽
に
は
正
面
が
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

鉢
植
え
は
た
だ
水
を
く
れ

る
だ
け
で
は
な
い
こ
と
も
、

花
が
終
わ
れ
ば
剪せ

ん
て
い定
、
植

え
替
え
、
消
毒
、
肥
料
や

り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

お
蔭
様
で
今
年
も
き
れ

議
会
を
身
近
に

　

身
近
な
友
人
が
議
員
に

な
り
、
議
会
と
は
ど
ん
な

も
の
だ
ろ
う
と
、
興
味
半

分
で
傍
聴
に
い
き
ま
し
た
。

吉
岡
町
の
身
近
な
問
題
を

国
や
県
と
の
数
値
で
比
較

表
示
し
、
行
政
に
あ
ま
り

興
味
が
な
か
っ
た
私
も
、

数
値
で
違
い
を
示
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
現
状
を
理

解
し
議
会
に
吸
い
込
ま
れ

て
、
真
剣
に
傍
聴
し
て
い

る
自
分
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　

吉
岡
に
越
し
て
40
年
近

く
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で

ず
っ
と
パ
ー
ト
で
働
き
、

こ
の
時
期
に
な
る
と
体
調

も
悪
く
町
内
の
こ
と
は
無

関
心
で
い
ま
し
た
。
で
も

こ
の
間
、
知
人
と
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。
と
っ
て
も
広
々
と
し

て
い
て
爽さ

わ

や
か
な
空
気
の

中
、
太
陽
の
下
で
思
い
き

り
は
し
ゃ
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
料
金
も
安
く
何

の
準
備
も
い
ら
ず
す
ぐ
プ

レ
ー
が
で
き
る
の
に
は
驚

き
ま
し
た
。
体
を
動
か
し

歩
き
回
っ
て
い
た
ら
、
体

調
の
悪
い
こ
と
な
ど
す
っ

か
り
忘
れ
て
い
ま
し

た
。
町
内
に
こ
ん
な
楽

し
い
所
が
あ
っ
た
ん
で

す
ね
。
皆
様
も
広
々
と

し
た
緑
地
運
動
公
園
で

体
力
作
り
は
い
か
が
で

す
か
。

質
問
す
る
議
員
さ
ん
も
い

ろ
い
ろ
調
べ
、
問
題
を
提

議
し
、
質
問
を
受
け
る
行

政
側
も
丁
寧
に
応
答
し
て

い
る
の
で
、
行
政
側
の
進

行
状
況
、
計
画
な
ど
も
良

く
わ
か
り
、
議
会
が
身
近

に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

質
問
す
る
側
、
答
え
る

側
、
皆
さ
ま
の
活
発
な
議

論
が
飛
び
交
う
議
会
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

い
に
咲
い
て
く
れ
ま
し
た
。

天
国
か
ら
皐
月
を
見
に
来
て

い
る
と
思
い
、
供
養
に
な
れ

ば
幸
い
な
の
で
、
毎
日
世
話

臨
時
会

定
例
会

一
般
会
計 

他

委
員
会
審
査

繰
越
明
許
費 

他

一
般
質
問

ま
ち
の
散
歩
道 

他

を
し
て
い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も

    

　
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

　
　
　
　
が
ん
ば
り
ま
す
！
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魚
が
住
め
る
川
に
！坂田　昭二さん

（溝祭）

問１

問２

問３

議会改革推進特別委員会は何人でしょう。
Ａ．５人　　Ｂ．７人　　Ｃ．９人
一般会計予算の補正後の予算額は何億円になっ
たでしょう。
Ａ．３５億　　Ｂ．７０億　　Ｃ．８０億
６月定例会の一般質問は何人がおこなったで
しょう。
Ａ．６人　　Ｂ．７人　　Ｃ．８人

[ 応募方法 ]
○はがきに答えの記号（例１－ A）、住所、氏名、年齢、
職業（学校名）を書いてください。
○正解者の中から抽選で５人の方に、図書カードをプ
レゼントします。
○ご意見やご要望などもあわせてお寄せください。「お
便りコーナー」で紹介します。
○あて先
　〒 370 － 3692
　吉岡町大字下野田５６０番地　役場議会事務局
○締め切り　９月１日（当日消印有効）

前回の正解は１－Ｃ、２－Ｂ、３－Ｃでした。
応募者の中から、抽選の結果次の方に図書カードを贈
ります。（敬称略）
・石田　洋子（漆原）　・伊藤　和美（大久保）
・須賀アヤ子（漆原）　・町田　修一（大久保）
・皆川　ナヲ（上野田）

よ し お か

ク イ ズ
No.

116

　

子
ど
も
の
頃
、
神
社
南

の
駒
寄
川
に
は
ウ
ナ
ギ
が

す
ん
で
い
ま
し
た
。
よ
く

食
べ
ま
し
た
。
当
り
前
で

し
た
。

　

し
か
し
29
年
前
、
昔
を

思
い
出
し
川
に
入
っ
て
見

る
と
微
生
物
は
全
く
確
認

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
確

認
で
き
た
の
は
多
く
の「
ヒ

ル
」
の
み
で
し
た
。
シ
ョ

ッ
ク
で
し
た
。
そ
し
て
活

動
開
始
！
錦
鯉
の
稚
魚
、

ホ
タ
ル
、
カ
ワ
ニ
ナ
の
放

流
。

　

そ
し
て
年
間
４
回
の
水

質
検
査
、
微
生
物
生
息
調

査
、
河
川
清
掃
、
協
力
要

請
の
看
板
設
置
な
ど
活
動

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
水
質
検
査

の
結
果
、
物
理
的
酸
素

要
求
量
の
値
も
良
く
な

り
、
シ
ョ
ウ
ギ
の
中
に

小
魚
も
入
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

皆さんの傍聴を
お待ちしています

次の議会は９月上旬を予定しています。
会議は９時３０分から始まります。
ぜひお越しください。
詳しい日程などは広報よしおか９月号
に掲載されます。
また、まちホームページでもお知らせ
します。

 表紙の写真
　６月２日認定こども園駒寄幼稚園年長組の皆さん
が近くの高齢者施設のおじいさん・おばあさんに元
気を届けにいきました。
　大きな声で合唱し、寄せ書きをプレゼントし、帰
りにたくさんのお菓子をいただきました。
　元気な子どもたちに喜ぶお年寄りが印象的でした。

議員は公職選挙法にもとづき以下の行為は禁止さ
れています。
□お歳暮　□年賀状　□お祭りへの寄付　など
また、町民の皆さまが議員に寄付などを求めるこ
とも禁止されています。
趣旨をご理解のうえご協力をお願いします。

虚礼廃止にご協力を
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　榛名山麓は、群馬県でも雨の多い地域で
あり地質が火山灰地であるため「悪沢」・「自
害沢」といった沢名が残されているように、
古くから集中豪雨のたびに山崩れをおこ
し、土砂が流される地域でした。
　時は明治維新後、富国強兵と殖産興業の
もと、河川・港湾事業に多くのオランダ人
技師が招かれ、明治 14 年から 18 年、内
務省（現在の国土交通省など）の直轄工事
として、榛名山麓に堰堤が１２０基築造さ
れ、現在 28 基が確認されています。これ
らの堰堤は、オランダ人技師のひとり、ヨ
ハニス・デ・レイケの指導によるものとい
われています。

キラリよしおか古語り
いにしえ

編
集
後
記

編
集
委
員

委  

員  

長　

金
谷　

康
弘

副
委
員
長　

村
越　

哲
夫

委　
　

員　

髙
山　

武
尚

　
　
　
　
　

竹
内　

憲
明

　
　
　
　
　

五
十
嵐
善
一

　
　
　
　
　

大
林　

裕
子

　
　
　
　
　

富
岡　

大
志

　

鉢
植
え
の
朝
顔
が
、赤
・
青
と

色
鮮
や
か
に
咲
き
競
い
、風
鈴
の

音
色
が
、猛
暑
を
和
ら
げ
て
く

れ
る
、そ
ん
な
季
節
に
な
り
ま

し
た
。

　

４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、

富
岡
・
安
中
市
で
開
催
さ
れ
た

「
花
と
緑
の
ぐ
ん
ま
づ
く
り
」が

来
年
は
、吉
岡
町
で
開
催
と
の

こ
と
で
、「
人
と
自
然
輝
く
丘
の

手
タ
ウ
ン
」が
、花
の
香
に
包
ま

れ
る
こ
と
と
思
い
、待
ち
遠
し
い

で
す
。

　

ま
た
臨
時
会
に
て
、委
員
の

選
任
が
あ
り
、広
報
委
員
は
新

メ
ン
バ
ー
に
な
り
ま
し
た
。７
月

４
日
に
は
広
報
研
修
に
参
加

し
、本
号
か
ら
反
映
す
べ
く
編

集
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
の
こ
と
が
手
に
取
っ
て

わ
か
る
よ
う
に
、委
員
一
同
努
め

て
い
き
ま
す
。皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
金
谷　

康
弘
）

デ
・
レ
イ
ケ
堰
堤

デ
・
レ
イ
ケ
堰
堤

　コンクリートも使わずに、直径１ｍにも
およぶ大きな石を積み上げた堰堤は１３０
年あまりの歳月に耐え、今なお榛名山麓の
治山・治水に貢献しています。まさに群馬
の土木遺産とも言えます。このデ・レイケ
堰堤は、自害沢に８基、滝ノ沢に１基あり、
吉岡町に合計９基あります。
　先日九州北部が記録的な豪雨で、大きな
被害を受けました。このような集中豪雨が
いつ身近に起こるかわかりません。デ・レ
イケさんに感謝しながら、防災意識を高め
たいものです。
情報・写真提供　

国土交通省利根川水系砂防事務所

船尾滝

九十九谷 滝沢川

自害沢川
153

15

164

上野原貯水池

塔之辻貯水池

小倉
沈殿池

至水沢寺

至前橋

上野原集会所

❾

❽❼
❻❺

❹
❸❷

❶

上野原

④自害沢３号（吉岡町）

⑤自害沢４号（吉岡町）

水
沢
足
門
線

前
橋
伊
香
保
線

渋
川
吉
岡
線

①滝ノ沢11号
②自害沢１号
③自害沢２号
④自害沢３号
⑤自害沢４号
⑥自害沢５号
⑦自害沢７号
⑧自害沢８号
⑨自害沢９号
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